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１．研究計画の概要 

本研究では、第１に、初診時、確定診断後、
手術、化学療法などの治療といった一連の経
過のなかで、がん患者とその家族の心理的ス
トレスについて調べ、そのリスク因子（感情
抑制、特性不安、個人属性）について質的お
よび量的に検討する。特に、がん患者の会話
内容と性格傾向との関連について調べ、がん
患者の心理反応について詳細に検討する。ま
た、副作用の強い化学療法をとりあげ、化学
療法前後の神経心理学的検査も実施し、認知
機能についても調べる。 

第２に、緩和ケア病棟に入転院する患者や
家族が抱える心理的ストレスについても調
べ、終末期のあり方についても検討する。 

以上により、心理的ストレスの軽減に向け
た、がん患者や家族に対する心理的介入方法
を提案する。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) リスク因子のひとつに、ストレフライフ
イベントが考えられる。そのため、ストレス
ライフイベントに関する質問紙の日本語版
を作成した（ストレス科学にて論文掲載）。 

(2) がん患者の心理的ストレスとコーピング
について、ストレスライフイベント、特性不
安、自覚症状の有無を考慮し検討した。その
結果、特性不安の高さが心理的ストレスと関
連していた。特に初診時では、ストレスライ
フイベント経験が心理的ストレスと関連し
ていた。さらに、心理的ストレスを感じてい
ると病気に対する前向き思考が低くなるこ
とが示唆された。 

(３) 乳腺外来にはじめて受診した患者の心
理的ストレスを予測する因子の同定を試み
た。その結果、特性不安、自覚症状、ライフ
イベントの否定的な評価が、心理的ストレス
を予測していた。特に、特性不安の高さは心
理 的 苦 痛 と 高 い 相 関 関 係 に あ っ た 。
（Supportive in Cancer に掲載受理） 
(4)乳腺外来にはじめて受診した患者を対象
に、面接を実施し、受診前後の心理的反応に
ついて質的に分析した。その結果、特に、受
診するまでの経過や気持ちについて、否定的
感情を表出することが多いことがわかった。
（Palliative and Supportive Care にて掲載
受理） 
(5) 乳がん確定診断前後の患者の心理的反
応について面接調査を行い、特性不安および
感情抑制との関係から量的および質的の両
側面から検討を行った。その結果、以下の点
がわかった：①高不安群は低不安群に比べ、
否定的感情の表出が高かった。②一方、低不
安群は、癌に対する楽観的思考や受容といっ
た肯定的感情を抱く人が多く認められた。③
感情抑制者は感情表出者と比べ、確定診断後
における否定的感情の表出が高かった。
（Japanese Bulletin of Social Psychiatry,
にて論文掲載） 
(6) 化学療法を受ける乳がん患者と健常者
を対象に、認知機能検査を実施し、化学療法
による副作用の影響に関する検討を試みて
いる。現在のところ、両群に違いは認められ
ないが、さらなる検討が必要である。 
(7)緩和ケア病棟に入転院した患者と家族が
抱く転院前後の緩和ケア病棟のイメージに
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ついて検討した。その結果、転院までは、患
者と家族の約 4割が「死に場所」「想像がつ
かない」といった否定的な印象を持っている
のに対し、入転院後には約 9割が「穏やかに
過ごす場所」「スタッフへの肯定的印象」な
ど肯定的な印象に変わることがわかった。さ
らに、緩和ケア病棟で勤務する看護師を対象
に質問紙調査を行い、緩和ケア病棟の入転院
のあり方について検討する。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 

 (理由) 
 がん患者の心理的ストレスについては、デ
ータはすべて取り終えており、量的および質
的分析はかなり進んでおり、すでに一部は論
文としてまとまっている。また、化学療法に
よる副作用に関する認知心理学的研究につ
いても、順調にデータを収集している。さら
に、緩和ケア病棟への入転院に関する研究に
ついても、データはおおよそとり終えており、
データ分析を実施し、一部は論文としてまと
めている。 

以上より、多くの研究を同時に進行させて
おり、円滑に進んでおり、順調に進んでいる
と考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) がん患者の心理的ストレスを予測する
要因の同定に関する研究は、すでにデータを
収集し終わり、一部データを分析している。
このままデータ分析を引き続き速やかに行
い、論文としてまとめる。 
(2)がん患者の心理的ストレスについて、心
理面接を実施し、質的分析を行うが、こちら
もすでにデータを収集し終え、データ分析を
一部行っている。引き続き、このままデータ
分析を実施し、論文としてまとめる。 
(3) 化学療法による副作用に関する研究に
ついては、乳がん患者群および健常群ともに、
エントリーはほぼ終わり、一部はデータ収集
し終え、分析を始めている。引き続き、デー
タ収集と分析を実施し、論文としてまとめる。
(4)緩和ケア病棟に入転院する患者や家族の
心理的ストレスに関する研究についても、患
者、家族、および看護師を対象にほぼデータ
収集し終えており、データ分析を実施してい
る。引き続き、データ分析を実施し、論文と
してまとめる。 
(5)以上より、心理的ストレスの軽減に向け
た、がん患者や家族に対する心理的介入方法
について検討し、提案する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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